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【出発目的】  

高圧力の科学・技術に関する国際会議（第 25 回 AIRAPT）に出席し，研究成果を世界に

発信する．また，高圧力の専門家と交流することによ

り研究分野に対する視野を広げ，自身の研究をさらに

発展させる．   

【成果概要】  

2015 年 8 月 30 日から 9 月 4 日の 6 日間，スペインの

マドリードにて第 25 回 AIRAPT が開催されました．

AIRAPT は 2 年に一度開催される高圧力を手段とした

科学・技術に関する国際会議で，今年は世界各国から

約 450 名の研究者が参加しました．本会議は大きく 12

のトピックに分かれており， 150 件以上の口頭発表と

300 件を超えるポスター発表がなされ，多方面の研究

者らによる活発な議論が行われていました．筆者は主

にガスハイドレート，高圧氷および水素に関する講演

を聴講しました．多くの最先端の研究を聴講したことは，今後の研究の方向性を探る上で

よい契機となりました．  

 今回筆者は，高圧下におけるメタンハイドレートの相転移メカニズムに関する発表を行

いました．燃える氷として知られるメタンハイドレートには高圧下で 3 つの相が報告され

ていますが，その各相間の相転移メカニズムは未解明の問題でした．本発表では，時分割

X 線回折および時分割ラマン分光を組み合わせることにより解明した相転移メカニズム

をポスターの形式で発表しました．英語という言語の壁がある中で，ガスハイドレートや

高圧氷の専門家だけでなく，様々なバックグラウンドを持つ研究者と議論することができ，

有意義な時間を過ごすことができました．特に，ガスハイドレートの研究で著名な

J.S.Loveday 博士に興味を持っていただいたことは，今後の研究を進めていく上で大きな

励みとなりました．  

 また，エクスカーションではスペインの歴史的建造物の見学ツアーが行われ，ガラディ

ナーではスペイン料理やワインを堪能するだけでなく，本場のフラメンコを鑑賞すること

ができました．筆者にとっては，今回の国際会議が初めての海外ということもあり，研究

に関することだけでなく，多くの出会いや驚きのある充実した 6 日間でした． 

 最後になりますが，この度は日本高圧力学会の学生海外発表奨励金を頂いたことで，国

際舞台でこのような貴重な経験を得ることができました．ここに，心より感謝申し上げま

す． 

 


